
大田区の塀に関する
助成制度

［生垣造成助成制度の活用］
災害時においては、生垣・ネットフェンス等は、ブロック塀等に比べて倒壊の恐れが少なく、
安全です。
接道部及び隣地境界にある既存ブロック塀を生垣につくりかえる、または新たに生垣を造成する
際に、一定の要件を満たす場合には「大田区生垣造成助成制度」の活用が可能となります。

［助成対象となる生垣］
①道路または隣地境界に面していること。（私道を含みます。）
②次の規格を満たしていること。（樹種は問いません。）
●樹木の高さが90センチメートル以上であること。
●樹木がお互いにふれあう程度の間隔で植えてあること。
●生垣の長さが2メートル以上であること。
　（助成限度は50メートルまで）
●縁石の高さが50センチメートル以下であること。
　（土留め部分は算入しません。）

　6月18日に近畿地方で発生した震度6弱の地震で、小学校
のブロック塀倒壊による死亡事故が発生しました。
　この事故を受け、区議会公明党は小中学校はじめ、公共施設
等の塀の安全点検を緊急要請致しました。
　大田区では、翌19日から区立小中学校88校（館山さざなみ
学校を含む）全校の、ブロック塀の安全性の調査を実施して
います。
　また、あわせて区が管理する公園や区有施設等のブロック
塀についても調査を実施しています。
　調査の結果はホームページ等で公表される予定です。

［助成金額］
　生垣をつくる土地を所有するまたは管理する方に、以下の
基準で助成します。
　ただし、実際に支出した金額が上限となります。

①既存のブロック塀などをこわして生垣をつくる場合
　　　　　　　　　　　　 1メートルにつき15,000円

②新たに生垣をつくる場合　1メートルにつき10,000円

注釈1：ご自身で樹木を購入してつくる生垣も助成の対象となります。
注釈2：1メートル未満は切り捨てます。

大田区ホームページ ： https://www.city.ota.tokyo.jp/
大田区

＜お問い合わせ＞
環境対策課　環境推進担当 ： ☎03-5744-1365

区では、安全で快適な街づくりの一環として、接道部または隣地境界に生垣をつくる方に助成をしています。

※大田区ホームページより転載

あなたの家の塀は安全ですか？

小中学校や
区有施設等の
塀の安全点検を

災害時はデマ情報に注意

災害発生時の混乱の中では、さまざまな
デマ情報が流され、さらなる混乱が引き
起こされます。災害時には、正しい情報を
見極めることが大切です。
　大田区の公式Twitterや安全・安心
メールに登録しましょう。
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ご意見・ご要望をおよせください

http://www.komei-ota.jp

第１、第3木曜日　午後2時から大田区議会公明党
控え室で行なっています。予約のない方の無料相
談は受けられません。当日正午より予約受付電話
（☎5744-1488）を行なった上でおいで下さい。

弁護士による無料法律相談を行なっています

大田区議会公明党の公式ホームページが
スマートフォン、タブレットに対応しました。
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災害に強いまちづくり

詳しくは、大田区ホームページ、
または防災まちづくり課（☎03-5744-1338）まで
お問い合わせください。

大田区議会公明党は、災害に強いまちづくりを進めています。
■路面下空洞調査 区内全域の区道の調査を実施しています。

■助成制度
建築物の耐震化をご検討の方へ………昭和56年5月以前に新築された建築物が対象です。

木造住宅 非木造住宅 マンション

緊急輸送道路沿道建築物 その他の建築物
（工事、事業所等）

耐震シェルター・耐震ベット

がけ・擁壁の整備をご検討の方へ

がけ等の整備助成

建築物の新築・解体・建替えをご検討の方へ………以下の地域では助成制度があります。

西糀谷・東蒲田・大森中 羽田二・三・六丁目 大森中・糀谷・蒲田地区
（地区防災道路沿道）補助29号線沿道

「スケルカー」が見えないインフラの危険を探知！
最高時速80kmで走行

マイクロ波を照射して異常箇所を発見します

道路、護岸の
空洞を発見

橋梁床版の
劣化箇所を発見

埋設物の
形状・位置を確認


